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成果の特徴
• 市販の試薬であるβシトステロールを使用し、有機化学的に変換することにより、

ビタミンD2, D4, D5, D6, D7 を同時に合成することに成功し、標品の提供が
可能になりました。

• NMRを使用したビタミンD2, D3, D4, D5, D6, D7の解析法を確立しました。
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成果の活用
• 本研究成果は、親水性成分に比べて研究が進んでいない脂溶性成分のメタボローム

解析分野での利用が期待されます。

混合物中のビタミンDの
同定がNMRで可能
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